





University as the Field of Innovation:


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ａ． As there was not always quite enough to eat,―Benjamin used to 
borrow cabbages from Flopsy’s brother, Peter Rabbit, who kept a 



























Totto-chan seating near by the classroom window (by Tetsuko kuroy-
anagi)
Every weekday Totto-chan went to Tomoe-gakuen, her ① primary 
school, with so much joy.                                   
When Totto-chan met first Mr. Sosaku Kobayashi, Tomoe-gakuen’s 
③ ② head teacher, he listened, listened and listend to her long talk, so 
Totto-chan ③came to love this old man so much. When Mr. Kobayashi 
saw Totto-chan, always said toher, ア“You’re really a good girl, I know, I 
know.
At that time,Totto-chan couldn’t understand ④the real meaning of this 

















































































































































































































例 ）IBM− IBM means service、３M（スリーエム）−Make a lit-














































































































































































































































































































































































































































２　 「Fundamental Characteristic of Decision-Making-oriented Manageri-
al Economics」白鷗女子短大論集４（１），143-151，1978-09

































































































































































67　 「21世紀を生き抜く経営―operation excellence and governance excel-
lence」白鷗大学論集 15（１），１-106，2000-09
68　 資料「教授法研究 導入教育の必要性と可能性―導入教育の戦略的カ
リキュラムデザイン（その４）」栁川高行，栁川研究室，白鷗大学論集 
15（１），365-494，2000-09
69　 「21世紀を生き抜く経営（その２）６つのコーポレート・エクセレンス」
白鷗大学論集 15（２），41-170，2001-03
70　 資料「白鷗大学経営学部の建学の精神―上岡イズムとプルス・ウル
トラ（その１）」上岡一嘉，栁川高行，白鷗大学論集15（２），377-435，
2001-03
71　 「コーポレート・ガヴァナンスの展望と二・三の問題提起」を聞いて
の感想とコメント（大木啓次教授　鈴木恒男教授退職記念号）白鷗大
学論集15（２），521-530，2001-03
72　 資料「白鷗大学経営学部の建学の精神―上岡イズムとプルス・ウル
トラ（その２）」上岡一嘉，栁川高行，白鷗大学論集16（１），223-289，
2001-09
73　 資料「NHKプロジェクトXはどう創られているのか―今井彰チーフ・
プロデューサーへのインタビュー」今井彰，栁川高行，白鷗大学論集
16（１），291-323，2001-09
74　 「新しい政策学の誕生の必要性と可能性（その１）：基礎自治体の地域
政策学（その１）地域振興政策」白鷗法學（18），33-64，2001-11
75　 「新しい政策学の誕生の必要性と可能性（その２）基礎自治体の地域
政策学（その２）地域振興政策」白鷗法學（19），396-362，2002-6
76　 「日本型コーポレート・ガバナンス構造と非常勤監査役の存在意義：
文部省科研費アンケート調査と非常勤監査役体験を素材に（自由論題）」
日本経営倫理学会誌９（０），209-220，2002
77　 「日本の大企業のコーポレート・ガバナンス構造の特質―アンケー
− 62 −
イノベーションの場としての大学
ト調査を素材に」栁川高行，舩田眞里子，白鷗大学論集16（２），161-
207，2002
78　 「C.ゴーンによる日産自動車復活の実証的研究―管理的成功と戦略的
失敗」薄羽哲哉，栁川高行，白鷗大学論集 16（２），233-289，2002-03
79　 「キャリアデザインへの招待―放送人を生きる―平山健太郎氏インタ
ビュー（退職広報 平山健太郎教授）」平山健太郎，栁川高行，白鷗大
学論集16（２），473-500，2002-03
80　 「新しい政策学の誕生の必要性と可能性（その２）基礎自治体の地域
政策学（その２）地域振興政策」白鷗法學 （19），396-362，2002-06
81　 「21世紀型社会モデル構築の試み（多変量解析の応用）」舩田眞里子，
栁川高行，日本行動計量学会大会発表論文抄録集30，380-383，2002-08
82　 「21世紀を生き抜く経営（その３）エクセレンス・コンプレックスの
戦略的デザイン」白鷗大学論集17（１），53-108，2002-09
83　 資料「白鷗大学経営学部の建学の精神―上岡イズムとプルス・ウル
トラ（その３）」上岡一嘉，栁川高行，白鷗大学論集17（１），371-444，
2002-09
84　 「石倉洋子先生のご逝去を悼む （故石倉洋子先生追悼号）」白鷗大学論
集17（１），5-7，2002-09
88　 「建学の精神を体現した学生満足型実践的経営学教育の試み（その
１）経営戦略論の講義体験を素材に」白鷗大学論集17（２），271-383，
2003-03
89　 「白鷗大学経営学部の建学の精神―上岡イズムとプルス・ウルトラ（そ
の４・完）」上岡一嘉，栁川高行，白鷗大学論集17（２），385-442，2003-
03
90　 「行政経営の自己革新の必要性と可能性--栃木県のケーススタディー
〔含 インタビュー〕（特集　地域の経済・行政・就業の課題―栃木県
を中心に）―（行政経営の自己革新の必要性と可能性―栃木県のケー
ススタディー）栁川高行，舩田眞里子，白鷗ビジネスレビュー12（１），
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17-37，2003-03
91　 補論「日本行動計量学会における研究発表報告 21世紀型社会モデル
構築の試み（特集　地域の経済・行政・就業の課題―栃木県を中心
に）―（行政経営の自己革新の必要性と可能性―栃木県のケースス
タディー）舩田眞里子，栁川高行，白鷗ビジネスレビュー12（１），38-
43，2003-03
92　 「行政経営の自己革新の必要性と可能性―栃木県のケーススタディー
（特集　地域の経済・行政・就業の課題―栃木県を中心に）」栁川高行，
舩田眞里子，白鷗ビジネスレビュー12（１），17-43，2003-03
93　 「ビデオ教材をどう経営学教育に活用するべきか」栁川高行，薄羽哲哉，
白鷗大学論集18（１），215-267，2003-09
94　 「建学の精神を体現した学生満足型実践的経営学教育の試み（その
２）経営戦略論の講義体験を素材に」白鷗大学論集18（１），269-363，
2003-09
95　 「納税者による行政選択のための指標作成の試み」舩田眞里子，栁川
高行，日本行動計量学会大会発表論文抄録集 31，378-379，2003-09-03
96　 「G15−4 21世紀型社会モデル構築の試み（一般セッション（G15）：
多変量解析の応用）（第30回日本行動計量学会大会発表一覧）」舩田眞
里子，栁川高行，行動計量学30（２），246，2004-01-30
97　 「建学の精神を体現した学生満足型実践的経営学教育の試み（その３）
経営戦略論と商学総論の講義体験を素材に」白鷗大学論集18（２），
171-258，2004-03
98　 子どもの心をいつまでも-事業計画書―滋賀県AKINDO委員会「ビュー
ティフル・ビジネスプラン・コンペティション2002」最優秀賞作品，
吉戸幹雅，深松浩子，渡辺忠［他］，　 栁川高行，白鷗大学論集18（２），
259-324，2004-03
99　 「第１部〔計量行動研究〕学会報告 納税者による行政選択のための指
標作成の試み（行政経営の自己革新（その２））」舩田眞里子，栁川高行，
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 白鷗ビジネスレビュー13（１），130-135，2004-03
100　 「第２部 清水聖義太田市長講演に対するコメント（行政経営の自己
革新（その２））」白鷗ビジネスレビュー13（１），136-144，2004-03
101　 「企業・組織研究 足利銀行の経営破綻における戦略的失敗から何を
学ぶか」白鷗ビジネスレビュー13（１），171-186，2004-03
102　 「栃木県経済同友会共済講座「現代企業行動論」平成15年度活動報告
と解析結果」舩田眞里子，栁川高行，白鷗ビジネスレビュー13（１），
201-213，2004-03
103　 「建学の精神を体現した学生満足型実践的経営学教育の試み（その４）
経営学史の講義体験を素材に」白鷗大学論集19（１），185-268，2004-
09
104　 「建学の精神を体現した学生満足型実践的経営学教育の試み（その
５）経営学史の講義体験を素材に」白鷗大学論集 19（２），163-217，
2005-03
105　 「総合科目「情報への学際的接近」カリキュラムデザイン」栁川高
行， 渡邊忠，舩田眞里子，［他］，高内 寿夫，白鷗大学論集19（２），219-
339，2005-03
106　 「建学の精神を体現した学生満足型実践的経営学教育の試み（その６）
商学総論の講義体験を素材に」栁川高行，林明夫，膝附政義，白鷗大
学論集20（１），229-350，2005-09
107　 「企業の情報活用―ケーススタディー、セブン−イレブン・ミニ四駆・
少年ジャンプ」白鷗大学論集20（１），169-204，2005-09
108　 「新産業の創出―気付き・ビジネスモデルと現場力を中心に」白鷗大
学論集20（２），165-249，2006-03
109　 「どうぞお元気で、細野英夫先生（細野英夫教授退職記念号）」白鷗
大学論集20（２），巻頭３p，2006-03
110　 「新しい生涯学習社会における大学の役割―USR経営の戦略的デザ
イン」白鷗女子短大論集30（１），93-123，2006-03
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111　 「大型小売店の進化を考える」白鷗ビジネスレビュー15（１），151-
177，2006-03
112　 「佐野真先生の最終講義をお聴きして（佐野真教授退職記念号）」白
鷗大学大学院経営研究（６），25-34，2006-03
113　 「佐野真先生 いつまでもお元気で（佐野真教授退職記念号）」白鷗大
学大学院経営研究（６），35-37，2006-03
114　 「マニー株式会社―地方発の超高業績ワールドカンパニー」白鷗大学
大学院経営研究（６），73-156，2006-03
115　 「わが大学史の一場面―日本の近代化と大学の歴史 私立大学の発展
史における独自の貢献―白鷗女子短期大学と白鷗大学の建学のころ
を中心に」大学時報55（311），114-119，2006-11
116　 「いじめ問題についての教育学的・経営学的研究（その１）」五十嵐
敦子，栁川高行，白鷗大学教育論集３（２），133-173，2007-03
117　 「ビデオで学ぶ経営学」カリキュラムデザイン白鷗大学論集21（２），
293-332，2007-03
118　 「大学の社会的責任経営に志向した社会人教育の試み（その１）」白
鷗大学大学院経営研究（７），93-222，2007-03
119　 「小中学生の生活と意識調査のデーターとコメント（その１）A県B
市における1，000人アンケート調査を素材に」栁川高行，舩田眞里子，
白鷗大学論集22（１），１-72，2007-09
120　 「キャリアの共同デザイン（その１）スポーツにおける指導者と選手
との共同デザインを中心に」黒宮寿幸，中田憲一，栁川高行，白鷗大
学論集22（１），175-238，2007-09
121　 「イノベーションの基礎理論」白鷗大学情報処理教育研究センター年
報（２），91-100，2008
122　 「研究調査助成報告 コンビニエンス・ストアのロイヤルティ算定基
準とビジネスモデル―セブン−イレブンを中心に」星法子，栁川高行，
白鷗ビジネスレビュー17（１），97-106，2008-03
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123　 「張承玖氏の研究報告「サムスン流人材形成方法」をお聴きして―情
報的視角からの省察」白鷗大学情報処理教育研究センター年報（３），
37-43，2009
124　 「就活に勝利して泣こう」白鷗大学情報処理教育研究センター年報
（３），67-71，2009
125　 「小中学生の保護者の生活と意識調査のデーターとコメント（その１）
A県B市における1，000人アンケート調査を素材に」栁川高行，舩田
眞里子，白鷗大学論集 23（２），１-71，2009-03
126　 「ケース・スタディで学ぶ経営学入門（その１）」栁川高行，膝附 政義，
白鷗大学論集 24（１），１-67，2009-09
127　 「ケース・スタディで学ぶ経営学入門（その２）」白鷗大学論集 24（２），
35-91，2010-03
128　 「キャリアデザインへの招待：大学教員のキャリアデザイン」藤森吉
之，草野英二，栁川高行，白鷗大学論集24（２），233-273，2010-03
129　 「マニー（株）松谷貫司会長インタビュー」松谷貫司，栁川高行，白
鷗大学大学院経営研究（10），247-287，2010-03
130　 「経営情報工学入門」白鷗大学論集25（１），37-117，2010-09
131　 「中谷陽子教授のご退職に寄せて」中谷陽子，栁川高行，白鷗大学論
集 25（２），387-403，2011-03
132　 資料（企業・組織研究）「トヨタウッドユーホームの経営戦略とリー
ダーシップ−現代企業行動論の１コマ」中津正修，舩田眞里子，栁川
高行，白鷗ビジネスレビュー20（２），107-116，2011-03
133　 「中谷先生に花束を（中谷陽子教授のご退職に寄せて）」中谷陽子，
栁川高行，白鷗大学論集25（２），388-393，2011-03
134　 「中谷陽子先生へたくさんのありがとう（中谷陽子教授のご退職に寄
せて）」白鷗大学論集25（２），394-403，2011-03
135　 「中谷陽子教授への献辞 春なのにお別れですか」白鷗大学教育学部
論集５（１），3-6，2011-05
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136　 「東京ディズニーリゾート（TDR）の経営戦略と人材形成方法」白
鷗大学論集26（１），73-102，2011-09
137　 「大学における初年次教育の必要性と可能性」栁川高行，赤堀侃司，
白鷗大学論集26（１），103-150，2011-09
138　 「4-339 地域経済団体との協同による工学部学生への“経営理念”学び
の場の提供と効用の評価（（04）工学教育の個性化・活性化―VII，
口頭発表）」丸岡正知，入江晃亘，渡邊信一，栁川高行，桜井哲真，工
学教育研究講演会講演論文集2012（０），602-603，2012
139　 「大学における初年次教育の必要性と可能性（その２）：私の教育理念」
舩田眞里子，栁川高行，林明夫，白鷗大学論集27（１），129-175，2012-
09-01
140　 「キャリアの自己責任化と戦略的キャリアデザインの必要性と可能性：
経営学部における職業教育の在り方を求めて（自由論題）」日本マネ
ジメント学会全国研究大会報告要旨集（66），49-52，2012-11-03
141　 「新規学卒者の階級分化による社会変動：企業勢力による正規・非正
規労働者への階級分化と家庭内不労児という三つの階級の誕生（統
一論題　次世代を担う若者のHRM）」日本労務学会全国大会研究報
告論集45，374-381，2015
142　 「冨田英也先生のご退職に寄せて」白鷗大学教育学部論集11（４），
93-94，2018-03-22
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謝辞とお詫び
40年以上に渡ってお世話になり続け、晩年には多大のご迷惑をお掛け致
しましたがここに定年を迎えることとなりました。
上岡條二理事長様、島村志津夫事務局長様を始めとする事務局職員の一
同の皆様方のあたたかいご支援に対しまして心より感謝申し上げます。
奥島孝康学長様、藤井健経営学部長様を始めとする三学部の教員の皆様
方に対しましても、ご高教とご指導の数々を賜りましたことに対しまして
も、心よりの深謝を申し上げます。
さて、50代半ばまでは健康にも恵まれて、バリバリと仕事をさせて頂き
ましたが、その後、相次いで様々な病気で入退院を繰り返し、多大のご迷
惑をお掛けしてしまいお詫びの仕様もございません。また60代になりまし
てから、年の所為もございましたのでしょうか、すっかり短気な性格にな
り、同僚の方々や学生の皆様のお気持ちを傷付け、ご不快の念を与える言
動を知らず知らずのうちにエスカレートするようになり、それを自己抑制
できなくなり、教員の方々や学生の方々に、大変失礼極まりないことをし
でかしてしまいましたことを心よりお詫び申し上げる次第です。
この機会にお世話になりました、初代理事長・学長上岡一嘉先生、原田
俊夫学長先生、佐野真経営学部長先生、桑原源治ビジネス開発研究所所長、
鈴木恒男ビジネス開発研究所所長、蘇田三千穂法学部名誉教授、中谷陽子
法学部名誉教授、諸星ノリ子事務局次長の白鷗大学の関係者の方々に対し
まして、心よりの感謝を申し上げます。
また、現在も研究並びに教育にいて、お付き合い下さっておられる、舩
田眞里子教授、市川千秋教授、星法子教授、渡辺忠准教授の皆様方は、変
わることなく、最後までわたくしとお付き合いくださいましたことに対し
まして、満腔の謝意を申し述べさせて頂きたく存じます。
最後に研究者・教育者としてのわたくしに多大な影響をお与えください
ました藻利重隆一橋大学名誉教授、平田光弘一橋大学名誉教授、榊原清則
中央大学大学院教授、森崎初男関東学院大学名誉教授、菊池敏夫日本大学
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名誉教授、岸田孝弥高埼経済大学名誉教授、（株）中村元一経営研究所代
表取締役社長中村元一様、林明夫開倫塾長様、長谷川光司宇都宮大学工学
部教授様、株式会社マニー創業者経営者松谷貫司様、株式会社アーバン体
表取締役山本精一様、雅秀殿代表取締役社長膝附政儀様の学恩に対しまし
て心からの感謝を申し上げます。
極めて個人的なことで、恐悦至極でございますが、わたくしに対しまし
て自分の人生の大半を与えてくださり、家庭生活の支援に加え、教育と研
究のかけがえのないパートナーとして支え続けてくれた妻智恵子の献身に
対しまして心からの「ありがとう」と申し述べたく存じます。
生きる喜びを与えてくれた、高弘と誠恵の２人の子どもに対しましても、
生まれてきてくれてありがとうと感謝を申し述べたく存じます。
（本学経営学部教授）
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